
第 25 回蒲郡マリンカップ  上位艇コメント 

 

総合優勝 Ｒクラス優勝 ブーメラン  

好天と適度な風に恵まれ、レースを楽しむことができました。 

レース委員会のみなさま、本当にありがとうございました。 

チームとしては、ミスもありましたが、何とか総合優勝することが 

できました。 

来年は総合優勝だけでなく、ファーストフォームも取れるよう、 

しっかり練習をして臨みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒクラス準優勝 スーパーウェーブ 

8～10knot の南風、干潮。コースはスターボ片上り。 

従って、下寄りからスピードを持ってスタートし、沖から時折入る 

ブローを拾いつつスターボロングを延ばすプラン。 

ラインアプローチが早過ぎ、弥栄ともどもリコール。解消に手間取り、 

ポートで上位置に出てスターボに折り返し、フレッシュウインドで 

走りながら、南から入るブローを拾いつつ南へ延ばして、 

出遅れを大きく挽回。上マークをブーメランに続き 2 位回航。コース的にはジャイブセットだが、慣れてないの

で、安全策のベアウェイセットで回航後、即ジャイブ。トラブっているブーメランを下突破。しかし、その後ジ

ェネカーが上がったブーメランに上突破され、着順 2 位でフィニッシュ。 

 

Ｒクラス 3 位 ホーネット 

スタートは上に集中するだろうと思い、上にこだわらずにジャストスタートに向けて位置取りを調整したが、 

大型艇のブランケットに入ってしまい暫く思うように走れなかった。 

その間にうらなみとブーメランがどんどん先行、スタートし直したスーパーウェーブにも上から追い抜かれてし

まった。その後は特別なす術もなくうらなみに修正で負けるかもと思ったが、 

結果、クラス３位に入れたのは良かったです。 

 

 

 

  



Ｃクラス 優勝 ファーストホーム べべ 

第 25 回マリンカップということは第 1 回は３０代だったんだと思うと感慨深く 

２５回 毎回参加させてもらっています。 

今回 ファーストホーム、クラス優勝、総合 3 位という快挙を 70 代のじじい達 

5 人が熱中症におびえながら 成し遂げることができました。 

快走の原因は何と言っても体力のない我々にとってはキョリの短さはありがたい。 

海に出て 2 時間が限界か、今回は 1 時間で走り終えた。 

それと最大の要因は 水藤が倉庫からあまり使っていないジブセールを 

見つけてきたことだ。もうボロボロのわがべべのセールの代わりにこれをつけ 

最上からスタート。これがよく上ったことだ。 

かなり後続艇をはなしてご機嫌に上マーク回航 「よーし ゆっくりいこう」 

「あわてずにースピンアップ」これがほんとに ゆ っ く り UP に。 

大島沖からはリッパにあがり逃げ切りゴール。 

猛暑の中全員無事に完走 よかった。アフターバーベキュウも  

たくさん景品もいただき、おおいに盛り上がり楽しい時間を過ごさせて 

いただきました。コミィティのみなさんありがとうございました。 

 

 

Ｃクラス 準優勝 キャロル 

最小艇である CAROL はクルーザークラスへ参加、 

クルーザークラスのトロフィーに 22 年 23 年優勝の刻印が、 

今年は 3 連覇がかかっている重圧でのエントリーでした。 

 

暑さ対策は、ネッククールを付けての参戦です。 

スタート前 4 分前に、なんとラダーに大きなゴミが引っかかっている。 

急ぎ取り除きスタート、ここからはいつものようにドタバタ、 

2 番手で上マーク回航、スピン UP またしてもドタバタ、 

レーサークラスに抜かれ３番手でフィニュシュ、 

結果は 2 位となり 3 連覇は出来ませんでした。悔しいレース結果となってしまいました、来年こそ！ 

 

 

Ｃクラス 3 位 アルミス 

今年はスタートから良い風が吹き、ラインを流しながらのスタート 

となりました。暫くすると南に風が振れ、上からスタートした艇が 

先行する形になり、上マークからはクルージングスピンを上げて 

追いかけましたが差を縮めることはできませんでした。 

毎年楽しいレースと美味しい BBQ を準備して頂き、 

運営の皆様、本当に有難うございます。 

アルミスはマリンカップと海陽ハーバーの理事長杯だけ参加なりましたが、 

一番楽しみにしているマリンカップです。 

来年も参加しますので宜しくお願い致します。 


